祝辞

卒業生の皆さん、本日はご卒業　おめでとうございます。
子どもらしく過ごした日々も終わり、これから皆さんは大人への階段を上り始めます。

禅宗の言葉で「卒啄同時」という言葉があります。鳥のひなが卵の殻を破って誕生する時の様子を表した言葉です。「卒」とは、卵のなかからヒナが新たな世界に生まれ出ようとして一所懸命に殻をつつくことを意味しています。「啄」とは、それを感じた親鳥が卵の外側から殻をつつき、わが子の誕生を助けることを意味し、それが同時・つまり同じタイミングで行われるということです。
　
まさに卒業生の皆さんは、この６年間、小学校という卵のなかで頑張ってきました。特に最上級生であった６年生としての一年間は、中学という新たな世界に向けて、何度も小学校という卵の殻を内側からつつきながら成長してきたのではないでしょうか。そして、保護者の皆様、先生方、地域の皆様は優しく見守りながら、その卵が揺れ、内側からトントンとつつく音が聞こえてくるたびに、皆さんが新たな世界に羽ばたけるよう、愛情を持って手を差し伸べてくれていたのだと感じます。

中学生になるといろいろと悩むことがあると思います。勉強や部活、それから恋もするかもしれません。その悩みを乗り越えていくことが成長です。一人では乗り越えられないこともたくさんあります。でも、必ず皆さんには味方がいます。家族、先生、そして友達。もし、友達から相談を受けたら、一緒になって考えてあげてください。苦しみと喜びを分かち合い、一緒に成長できるのが、本当の友達です。これから中学校でクラスが分かれても、違う学校に行っても、今日一緒に卒業する仲間をずっと大切にしてください。
　
保護者の皆さま、本日はお子様のご卒業おめでとうございます。長かったようで短く感じた６年間ではなかったでしょうか。今日、節目の日を迎えられたことに、心からお祝いを申し上げます。また、長い間、ＰＴＡ活動にご協力いただき、ありがとうございました。

ご臨席の校長先生をはじめ先生方におかれましては、この６年間、いろいろなご苦労があったことと思いますが、手塩にかけて子どもたちを育てていただきまして、本当にありがとうございました。

[bookmark: _GoBack]地域の皆さま、本日は、お忙しいなか、ご列席いただきありがとうございます。子どもたちが立派に卒業できるのも、皆様が学校の内外で温かく見守ってくださったおかげです。この場をお借りしましてお礼を申し上げますとともに、今後とも○○小学校児童をご指導いただきますよう、よろしくお願いいたします。
　
卒業生の皆さん。皆さんをここまで育て、守ってくれた、家族、先生、地域の人に感謝の気持ちを忘れないでください。みんな、皆さんが立派になって、他人を思いやることのできる人になることを願っています。
　皆さんが将来、夢に向かってはばたく姿を見せてくれることを願い、私のお祝いの言葉とさせていただきます。
今日は本当におめでとう。
